
 

ふたばだより                             2020.11.1 甲子園二葉幼稚園 

    １１             月の主題  「感じる」 

           主題聖句「わたしがあなたがたを愛したように、 

互いに愛し合いなさい。」ヨハネ 15：12 

 

 急に気温が下がり、日中と朝夕の寒暖差には戸惑いも覚えますが、皆さまは元気でお過ごしでしょう

か。これから秋もたけなわに。豊かな実りに感謝しながら 11月を過ごしたいものです。 

  

 さて今月は、運動会前日に年長児の礼拝で読んだ絵本 「とべバッタ」 を紹介したいと思います。 

 

小さな茂みの中に隠れ住んでいたバッタは、こんなところで怯えながら生きていくのがつくづく嫌に

なった。そしてある日バッタは決意し、大きな石のてっぺんで悠々と日向ぼっこを始めた。そんなことを

すればすぐ敵に見つかって食べられてしまうことをバッタは知っていた。なのにそうした。 

やっぱり、ヘビに見つかってしまった。カマキリも襲いかかってきた。バッタは死にものぐるいで飛ん

だ。だけどそんなに遠くへは飛んでいけない。バッタは下へ下へと落ちていく。 

もうだめかと思ったとき、今まで一度も使ったことのない自分の背中についている 4 枚の羽に気づい

た。バッタは、夢中で羽をばたつかせた。「なんだいあのみっともない飛び方！」みんなは馬鹿にして

笑った。しかし、バッタはなんと言われようと平気だった。自分の力で飛べることがうれしくてうれしくて仕

方なかったから。バッタは飛んだ、高く高く。自分の羽で自分のゆきたい方へ風にのって飛んでいった。  

 

この絵本には大切なことがたくさん詰まっています。 

「怯えて暮らすのはつくづくいやになった」「悠々と石のてっぺんで日向ぼっこをした」「もうだめかと思っ

たとき今まで使ったことのない 4枚の羽に気づいた」「なんと言われようと平気だった」「自分の力で飛べ

ることがうれしくてうれしくて」・・・ 

 

「明日は雨かもしれないけど、どのような形であってもみんなが頑張ったことはきっと神さまご存知だ

からきっといいようにしてくださる。みんなで心を合わせて素敵な運動会にしようね」と締めくくりましたが、

神さまは必ず守ってくださること、そして一人ひとりには必ず素敵なものを与えてくださっていることを信

じて、自分を大切に歩んでほしいとそんな思いを込めて礼拝をしました。あとは神さまに委ねるだけ…。 

 

そう、神さまは、わたしたちが「自分らしくある」ことを一番喜ばれるのだと思っています。 

「神さまはお造りになったすべてのものをご覧になった。見よ、それは極めて良かった。」と聖書にありま

す。こうして神さまに愛されたわたしたちは、「そのままのわたし」を神さまに受け入れていただいていま

す。「その自分を大切に」「自分らしく歩みましょう」この言葉を皆さまにおくりたいと思います。 

                                                                                 

園長 田村三佳子                                                                                                                                                                                            
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